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I は じめ に
大学の学部において、英語指導を行う場合、対象となる個々の学生の英語力を把握することの重
要性は言を待だないが、集団としての英語能力を正確に測り、それに適したカリキュラムを提供し、
最も適すると考えられる指導法を研究しなければならない。平成5 年度以降の中学の学習指導要領
では文法・構文重視からコミュニケーション重視に変更している。その結果、現在入学してくる学
生のリスニングカとりーディングカの相関性は以前より高くなってきていることが考えられるが、
その一因としてリーディングの能力の低下も関与していることが考えられる。
本稿では東洋大学観光学科1 年生を対象に、センター試験のリスニングと筆記テストを利用して
テストを行い、その結果を集計、分析し、学生のリスニングカ とりーディングカの相関性を調べ、
この2 つの技能にはどのような関連があるのか、またどのような問題があるのかを考察し、学部カ
リキュラム作成のための参考資料とするものである。
II 研 究 方 法
東洋大学国際観光学科全1 年生を対象にリスニングテストとリーディングテストを行いその結果
を分析し、学生のリスニング能力とリーディング能力の相関性を調べた。
O テスト
「大学入試センター試験試行テスト英語 （リスニング）」）^（以下、 リスニ ングテスト とする）、 と
「2002 年度大学入試センター試験筆記テスト英語」）^（以下、筆記テストとする）を利用し テスト を
行った。前者は50 点満点、後者 は200点満点である。
2）テスト対象
平成18年度入学の観光学科1 年生を対象にテストを行った。
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リスニングテストの受験学生は219名、筆記テストの受験学生は214名であった。この内、以前に
このテストを受けている学生、および、今回のどちらか一方のテストを受けていない学生のテスト
結果は分析の対象にしなかった。
この結果、リスニングおよび筆記テスト英語のテスト結果を分析の対象としたのは170名であっ
た。
3）テスト結果の分析方法
「リスニングテスト」と「筆記テスト」のテスト結果について、以下の点に関してエクセルの関
数を利用し、結果の集計を行い、学生の英語リスニング能力とリーディング能力との関係を調べた。1.
各テスト結果の平均点、（偏差値は「筆記テスト」のみ、ただし、この偏差値は2002年度の正
規テストの偏差値を援用した）を示した。これは、筆記テストの得点可能点数（満点）がリス
ニングテストとの4 倍であるため本来ならば、その偏差値での比較が適切であろうと考えられ
るが、リスニングテストは試行テスト（受験者は35,365名:2007 駿台）であったため、全体の偏
差値の提示がなく（標準偏差のみ提示）なかったため、素点を用いた。2.
各テストにつき、成績上位より、8 グループに分類し、「リスニングテスト」の各グループの
平均点、および「筆記テスト」各グループの平均点と偏差値の平均を示した。3.
リスニングテストの成績を基準として分類された各グループの「リスニングテスト」の平均
点と「筆記テスト」の平均点を示した。4.
筆記テストの成績を基準として分類された各グループの「リスニングテスト」の平均点と「筆
記テスト」の平均点を示した。5.
リスニングテストを基準として分類された各グループの「リスニングテスト」と「筆記テス
ト」の相関関係をグラフで表示し、その相関係数を示した。6.
「筆記テスト」を基準として分類された各グループの「リスニングテスト」の平均点と「筆記
テスト」の相関関係をグラフで表示し、その相関係数を示した。7.
「リスニングテスト」と「筆記テスト」について、母集団の成績の偏りを見るため、歪度と尖
度をグラフで示した。
Ill テ ス ト結果O
センターリスニングテストと筆記テスト
センターリスニング センター筆記テスト結果
平均点27.786.57 （平均偏差値:41.9 ）
最頻値2689
中央値2887
センターリスニングテストと筆記テストの単相関係数:0.690
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2）センターリスニング得点頻度、歪度、尖度1.
得点頻度（表1 参照）
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表1 センターリスニング得点頻度
2. 歪度、尖度（表1 参照）
歪度: －0.31989 尖度: －0.91035
3）筆記テスト得点頻度、偏差値頻度、歪度、尖度1.
筆記テスト得点頻度（表2 参照）
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表2 筆記テスト得点頻度
2. 筆記テスト偏差値頻度（表3 参照）
歪度: －0.12076 尖度: －0.75468
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表3 筆記テスト偏差値頻度
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筆記テスト平均点110101.893.3センターリスニング平均得点43.237.233.330.225.722.517.2 1
???
センターリスニング平均得点37.232.43431.426.424
表4 リスニングテスト基準2
）筆記テスト 高得点順グループを基準
筆記 テスト とセンターリスニングとの相関関係 は表5 参照。
単相関係数:0.968
筆記テスト平均点12610394.387.880.370筆記 テスト （人数）Rl
（22N ）R2
（2IN ）R3
（2IN ）R4
（2IN ）R5
（22N ）R6
（2IN ）
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〔センターリスニングと筆記テスト験結果の比較〕4
）センターリスニング高得点順グループ基準
センターリスニングと筆記テストの相関関係は表4 参照。
単相関係数:0.987
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表5 筆記テスト基準
峰が左より、すなわち右に歪んでいるので点数が低いのが多いことを示している。
また正規分布より扁平であり、中間層が少ないことがわかる。
Ⅳ 考 察
リスニングテストではテスト対象 の学生の成績 は平均点27.7（最頻値26 、中央値28 ）で全国的平均
点30.423 ）より少し低い。リスニングの得点分布 では平均点である26～30 点のところが一番高く正規
分布 に近い形をしていて、26 ～40 点 に86名（約50 ％）が入っている。したがって、この母集団のリス
ニングカ は全国的分散に類似してい る。
筆記 テストでは平均点86.57（最頻値89 、中央値87 ）、平均偏差値41.9で全国平均109.684 ）よりかな
り低くなっている。得点の分布では、80 ～99 点 （偏差値41.1～46.8）が58 名 （34% ）となっており、
歪度が－0.12076 、尖度が－0.75468 で右に歪んでおり、点数が全国平均 より低い学生の割合が多 いこ
とがわかる。
このリスニングと筆記テストの母集団全体の単相関係数は0.690398 、であるので、“やや強い”と
“やや弱い”のちょうど中間的な強度の関連があることを示している。したがって、対象学生のリ
スニングカ とリーディング能力 （筆記 テスト）との間 にある程度の相関性があることを示唆し てい
る。
リスニングの高得点順 に8 グループ にほぼ均等 にグループ分けした各グループのリスニングの平
均点 と、筆記テストのそれは高得点グループ順にそれぞれ、LI ＝43.3:110 、L2 ＝37.2:101.8 、L3 ＝33.3:93.3
、L4 ＝30.2:83 、L5 ＝25.7:83 、L6 ＝22.5:74.7 、L7 ＝17.2:67 、L8 ＝11:48.2 である。こ
のグル ープ間でのリスニングの平均点 と、筆記 テストの結果の単相関係数は0.987であり、相当 強い
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相関性 を示している。 また、表4 で示しているように、リスニングの成績 と筆記試験 の成績はほぼ
平行している。
筆記 テストの高得点順 に8 グループ にほぼ均等 にグループ分けした各グループの筆記テスト の偏
差値とリスニングの得点 との関係は、高得点グループ順にそれぞれ、Rl＝126:37.2 、R2＝103:32.3 、R3
＝94.3:43 、R4 ＝87.8:31.4 、R5 ＝80.3:26.4 、R6 ＝70:24 、R7 ＝56.8:20 、R8 ＝43.8:15.4 であ
る。このグループ間での筆記テストの偏差値とリスニングの平均点の単相関係数は0.968であり、相
当強い相関性を示しているが、表5 で示しているように、表4（リスニング基準）のように整った平
衡を示していない。上位のRl のグループのリーディング（筆記テスト）とリスニングテストの開き
は下位のR8 よりも大きくなっている。また、R2 とR3 ではリスニングの結果は逆転している。こ
のことは、リスニング能力の高い学生はそれと平行して、高いリーディング能力があることが推定
できるが、リーディング能力の高い学生と低い学生のリスニング能力はあまり大きな差はないこと
から、リーディング能力からリスニング能力を推定するのは難しいであろう。すなわち、リスニン
グ能力のある学生はよりバランスの取れた（4 技能において）英語力があるように思われる。
V ま と め
テスト結果では対象学生のリスニ ング能力 とリーディング能力 の間にはある程度の相関性がある
ことが示された（単相関係数:0.69 ）。しかし、 リスニ ング基準でグループ分けされた集団間でのリ
スニング とリーディングの相関関係 は、リーディング基準でグループ分けされた集団間の相関関係
よりもより安定した関係が見 られた。このことは、リスニングカ のある学生のほうが英語の各 技能
において、 よりバランスの とれた学習をしていることが考えられる。
次に、テスト対象の学生の英語力であるが、 リスニ ング能力 は全国平均より少し低い （偏差 値46
前後 と推定される）程度であり、ほぼ全国平均 と考えて よい。し かし筆記テストでは全国平均 より
かなり低くなっている（平均偏差値:41.9 ）。口語英語プログラムの充 実は大変重要で はあるが、今
回の結果を見る限りにおいては英語 の基本的知識、すなわち、文 法、表現、語彙、 リーディング能
力などの「読む」能力 の欠如が著し く、カリキュラムを策定する上 においてこのことを過小評 価し
てはな らない。 また、 リスニングカ も全国平均的 とはいえ、センター試験のリスニングテスト は、
他のテスト、たとえば、TOEIC 、TOEFL などのテスト と比較して極端に易しいため実際に必要とさ
れるリスニングカ とし ては十分ではない。
今回 は、センター試験を利用して、学生の英語力 の現状 を調べたが、対象学生の4 技能の運用能
力について、さらに細か く個々の能力、すなわち、文法、構文、読解力、作文、リスニング、スピ ー
キング について検証する必要がある。これについては緊急を要する課題であるので、できるだけ早
く取 り掛かりたい。
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［註］1
）センター試験リスニング試行テストは2006年の導入の前、2005年に行われ、35,365名が参加した。2
）2002年度のセンター試験追試問題を使用した。この問題、および上記のリスニング試行テストは大学入試セ
ンター試験過去問題集に記載されている問題を利用した。
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